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感染とがんに対する⾃然免疫シグナル制御
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感染症やがんは、⾼齢者で問題となる主要な疾患でありまして、加齢に伴う免疫
機能の低下がその病態形成に関わる要因として考えられます。私どもの研究室で
は、免疫システムの中でも、「⾃然免疫系」に着⽬し、その系における宿主の微
⽣物認識機構およびその後、どのようなシグナル経路によってインターフェロン
（IFN）発現などに代表される⾃然免疫応答が誘導されるかについて研究を推進し
てきました。ウイルス感染細胞におけるI型IFN産⽣誘導機構の解明は、⾃然免疫
パターン認識受容体（pattern recognition receptors；PRRs）の発⾒とともに⼤き
く進展し、中でもウイルスの認識に重要である核酸センサーがこれまで多数同定
され、その下流のIFN経路の制御機構が注⽬されてきた。近年、私どもは、これら
の⾃然免疫センサー下流でのIFN応答の制御機構の研究の中で、トリプトファン代
謝物などによる構成的仕組みで、感染時の⾃然免疫IFN応答が調節されていること
を⾒出しました。本セミナーでは、この仕組みを利⽤したウイルス感染防御の可
能性についても紹介させて頂きたいと思います。さらに、がんに対する⾃然免疫
シグナル活性化についての興味深い現象を紹介させていただきます。
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